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一斉放水 

春富保育園の演技 あおば保育園の演技 

①
和
水
町
消
防
出
初
式
が
盛
大
に
開
催
！ 

【
平
成
20
年
和
水
町
消
防
出
初
式
】 

① 

④ 

⑤ 

　
１
月
６
日
（
日
）
、
菊
水
中
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
、
平
成
20
年
和
水
町
消

防
出
初
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
徳

永
隆
男
団
長
率
い
る
３
８
２
名
の
消

防
団
員
は
、
通
常
点
検
、
分
列
行
進
、

玉
落
と
し
放
水
競
技
な
ど
を
規
律
正

し
く
勇
壮
に
行
い
ま
し
た
。 

　
そ
し
て
、
あ
お
ば
保
育
園
と
春
富

保
育
園
の
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
に
よ
る

か
わ
い
ら
し
い
演
技
も
あ
り
、
出
初

式
に
華
を
添
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
な
お
、
こ
れ
ま
で
の
功
績
を
讃
え
、

今
年
も
多
く
の
消
防
団
員
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。 

　
表
彰
者
と
競
技
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。
（
敬
称
略
） 

年
間
優
秀
分
団
の
部
　 

最
優
秀
分
団
　
第
３
分
団 

２
位
　
第
４
分
団 

３
位
　
第
５
分
団 

年
末
警
戒
報
告
の
部 

１
位
　
第
２
分
団
第
１
部 

（
用
木
・
萩
原
） 

２
位
　
第
４
分
団
第
１
部 

（
内
田
・
長
小
田
・
下
久
井
原
・
上

　
久
井
原
） 

３
位
　
第
３
分
団
第
３
部 

（
下
津
原
東
・
菰
田
・
中
・
西
） 

４
位
　
第
４
分
団
第
２
部 

（
江
栗
・
竈
門
） 

５
位
　
第
１
分
団
第
３
部 

（
中
路
・
馬
場
・
皆
行
原
） 

５
位
　
第
１
分
団
第
４
部 

（
大
江
田
・
藤
田
・
前
原
・
中
央
団
地
） 

 
通
常
点
検
の
部 

１
位
　
第
４
分
団 

２
位
　
第
３
分
団 

３
位
　
第
１
分
団 

 

玉
落
と
し
放
水
競
技
の
部 

１
位
　
第
４
分
団 

２
位
　
第
２
分
団 

３
位
　
第
３
分
団 

 

日
本
消
防
協
会
長
表
彰 

【
勤
績
章
】 

　
団
　
長
　
　
徳
永
　
隆
男 

【
功
績
章
】 

　
副
団
長
　
　
�
岡
　
成
輔 

熊
本
県
消
防
協
会
長
表
彰 

【
功
績
章
】
（
20
年
以
上
在
籍
） 

第
３
分
団
　
　
有
働
　
正
豊 

　
　
　
　
　
　
川
上
　
裕
一 

　
　
　
　
　
　
松
葉
　
　
隆 

　
　
　
　
　
　
福
永
　
竜
彦 

第
５
分
団
　
　
池
田
精
一
郎 

第
６
分
団
　
　
原
賀
圭
史
郎 

　
　
　
　
　
　
竹
下
　
潤
一 

　
　
　
　
　
　
北
原
　
智
博 

第
７
分
団
　
　
金
栗
　
　
亨 

　
　
　
　
　
　
高
木
　
勇
二 

【
勤
績
章
】
（
15
年
以
上
在
籍
） 

第
１
分
団
　
　
坂
口
　
圭
介 

　
　
　
　
　
　
満
永
　
謙
司 

　
　
　
　
　
　
中
嶋
　
啓
晴 

　
　
　
　
　
　
前
田
　
昭
三 

第
２
分
団
　
　
斉
木
　
隆
雄 

　
　
　
　
　
　
多
賀
　
勝
博 

第
４
分
団
　
　
居
石
　
裕
臣 

　
　
　
　
　
　
岡
崎
　
一
貴 

第
５
分
団
　
　
古
川
　
美
歳 

　
　
　
　
　
　
坂
本
　
盛
雄 

　
　
　
　
　
　
北
原
　
武
志 

　
　
　
　
　
　
池
田
　
栄
樹 

第
６
分
団
　
　
中
嶋
　
　
孝 

　
　
　
　
　
　
津
　
　
孔
至 

　
　
　
　
　
　
中
原
　
寿
郎 

　
　
　
　
　
　
藤
本
　
　
孝 

第
７
分
団
　
　
伊
藤
　
祐
一 

　
　
　
　
　
　
田
中
　
靖
博 

            

玉
名
郡
支
部
長
表
彰 

第
１
分
団
　
　
船
津
洋
一
郎 

第
２
分
団
　
　
小
野
　
　
弥 

第
３
分
団
　
　
野
口
　
弘
則 

第
４
分
団
　
　
山
川
　
典
幸 

第
５
分
団
　
　
山
下
　
裕
輝 

第
６
分
団
　
　
今
村
　
洋
二 

第
７
分
団
　
　
矢
部
川
　
賢 

本
部
付
　
　
　
伊
藤
　
光
弥 

和
水
町
消
防
団
長
表
彰
　 

第
１
分
団
　
　
前
田
　
恭
嗣 

第
２
分
団
　
　
前
渕
　
康
彦 

第
３
分
団
　
　
松
村
　
秀
徳 

第
４
分
団
　
　
北
川
　
文
浩 

第
５
分
団
　
　
牛
島
　
幸
紀 

第
６
分
団
　
　
福
山
　
清
文 

第
７
分
団
　
　
柿
原
　
和
彦 
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② 
金
栗
四
三
杯
は
篠
藤
選
手
に
決
定
・ 

豊
後
選
手
は
駒
澤
大
学
の
総
合
優
勝
に
貢
献
！ 

第
84
回
東
京
箱
根
間
往
復
大
学
駅
伝
競
走 

③
交
通
事
故
に
気
を
つ
け
て
！ 

飲
酒
運
転
等
根
絶
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
用
作
品
コ
ン
テ
ス
ト 

④
西
光
寺
中
林
線
『
中
林
橋
』
が
完
成
し
ま
し
た 

西
光
寺
中
林
線
「
中
林
地
区
」
竣
工
式 

受賞された池田�　幸さん 

⑤
新
た
な
歴
史
へ
の
第
一
歩 

商
工
会
合
併
調
印
式 

金栗杯受賞の篠藤淳選手 

　
平
成
19
年
度
熊
本
県
飲
酒
運
転
等
根

絶
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
コ
ン
テ
ス
ト
で
、
池
田

　
幸
さ
ん（
中
路
）が
入
選
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
社
会
問
題
化
し
て

い
る
飲
酒
運
転
と
増
加
す
る
高
齢
者
の

交
通
事
故
に
歯
止
め
を
か
け
、
交
通
安

全
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
池
田
さ
ん
は
、
玉
名
地
区
交
通
安
全

協
会
の
安
全
講
習
員
と
し
て
、
玉
名
署

管
内
を
回
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
和
水
町

の
交
通
指
導
隊
で
も
活
躍
さ
れ
て
い
ま

す
。 

　
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
を
テ
ー
マ

と
し
た
池
田
さ
ん
の
作
品
は
、
反
射
材

を
使
っ
た
講
習
で
の
シ
ー
ン
が
お
さ
め

ら
れ
て
お
り
、
た
く
さ
ん
の
受
講
者
の

腕
で
ピ
カ
ピ
カ
に
光
る
反
射
バ
ン
ド
が

印
象
的
で
し
た
。 

　
早
朝
や
夕
暮
れ
時
は
事
故
が
多
い
時

間
帯
で
す
。
反
射
材
を
使
っ
て
交
通
安

全
に
努
め
ま
し
ょ
う
。 

　
12
月
16
日（
日
）、
西
光
寺
中
林
線
の『
中
林
橋
』が
開
通
し
、
現

地
で
竣
工
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
式
典
は
、
中
林
区
住
民
主
催
の
も
と
行
わ
れ
、
来
賓
・
関
係
者

と
と
も
に
西
光
寺
中
林
線
（
中
林
地
区
）
の
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。 

　
中
林
橋
の
渡
り
初
め
で
は
、
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
達
を
先
頭

に
出
席
者
全
員
が
一
斉
に
渡
り
初
め

を
行
い
ま
し
た
。 

　
今
回
の
中
林
地
区
内
の
工
事
は
、

平
成
13
年
度
か
ら
始
ま
り
、
６
年
の

歳
月
を
か
け
て
、
総
延
長
６
６
０
ｍ
、

事
業
費
約
３
億
３
千
万
で
し
た
。 

　
こ
の
道
路
の
完
成
に
よ
り
、
住
民

生
活
の
利
便
性
向
上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

　
平
成
19
年
12
月
21
日
（
金
）
、
菊
水

町
商
工
会
と
三
加
和
町
商
工
会
の
合

併
調
印
式
が
、
和
水
町
役
場
で
行
わ

れ
ま
し
た
。 

　
坂
梨
町
長
立
会
い
の
も
と
、
池
田

菊
水
町
商
工
会
長
と
古
川
三
加
和
町

商
工
会
長
が
協
定
書
に
署
名
・
押
印

し
ま
し
た
。 

　
今
後
、
平
成
20
年
４
月
１
日
の
合

併
に
向
け
最
終
的
な
手
続
を
進
め
ま

す
。
新
生
「
和
水
町
商
工
会
」
と
し
て

商
工
業
の
発
展
・
活
性
化
に
向
け
活

動
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。 

子どもを先頭に渡り初め(中林橋） 固い握手を交わす池田会長・坂梨町長・古川会長 

　
正
月
恒
例
の
東
京
箱
根
間
往
復
大
学

駅
伝
競
走
が
１
月
２
日
・
３
日
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

　
今
回
の
金
栗
四
三
杯（
最
優
秀
選
手
）

は
、
９
区
で
区
間
新
記
録
を
樹
立
し
た

中
央
学
院
大
学
の
篠
藤
淳
選
手
が
選
ば

れ
、
坂
梨
町
長
か
ら
金
栗
杯
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。
昨
年
13
位
だ
っ
た
中
央
学

院
大
学
で
す
が
、
篠
藤
選
手
の
活
躍
に

よ
り
、
今
年
は
３
位
入
賞
に
大
き
く
貢

献
し
た
点
が
評
価
さ
れ
た
よ
う
で
す
。 

　
ま
た
本
町
（
大
屋
区
）
出
身
の
豊
後

友
章
選
手
が
復
路
の
７
区
で
出
場
し
、

区
間
２
位
と
い
う
素
晴
ら
し
い
走
り
で

駒
澤
大
学
の
総
合
優
勝
に
貢
献
し
ま
し

た
。 

　
正
月
の
風
物
詩
と
な
っ
た
箱
根
駅
伝
。

今
回
も
様
々
な
感
動
の
ド
ラ
マ
を
与
え

て
く
れ
ま
し
た
。 

※
箱
根
駅
伝
　
本
町
出
身
で
日
本
マ
ラ

ソ
ン
の
父
と
い
わ
れ
る
金
栗
四
三
翁
が

創
設
さ
れ
た
大
会
で
す
。 


